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連
盟
理
事
長
就
任
の
ご
挨
拶

山
陰
教
区
仏
教
壮
年
会
連
盟
理
事
　
眞
野
明
政

昨
年
四
月
に
教
区
仏
壮
連
盟
理
事
長
の

大
役
を
拝
命
致
し
ま
し
た
大
田
西
組
龍
藏

寺
仏
教
壮
年
会
の
眞
野
明
政
で
ご
ざ
い
ま

す
。
若
輩
者
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
先
人

の
方
々
の
ご
尽
力
を
引
き
継
ぎ
、
さ
ら
に

仏
壮
会
が
発
展
す
る
為
に
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
の
で
ご
指
導
、
ご
協
力
の
程
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
の
二
月
よ
り
悪
性
の
伝
染
性
ウ
イ
ル
ス
が
世
界
中
に

蔓
延
し
感
染
症
対
策
と
し
て
個
々
の
行
動
自
粛
が
余
儀
な
く
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
三
密
を
避
け
る
為
イ
ベ
ン
ト
や
集
会
の
ほ
と
ん
ど
が

中
止
と
な
り
ま
し
た
。
教
区
仏
壮
連
盟
も
例
外
で
な
く
一
回
目
の
理

事
会
も
書
面
議
決
で
行
わ
れ
、
総
会
も
鳥
取
、
出
雲
、
石
見
の
地
区

ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
も
残
念
な
が
ら
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
教
区
の
理
事
長
に
な
り
ま
す
と
、
同
時
に
本
山
の
仏
教
壮

年
会
連
盟
の
評
議
委
員
に
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
職
に
つ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。
私
は
常
任
理
事
と
な
り
、
各
種
委
員
会
で
は
、
教
材
委
員

会
に
属
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
教
材
委
員
会
で
は
、
仏
壮
バ
ッ
チ

や
お
み
の
り
帳
、
式
章
等
を
調
製
、
販
売
し
て
お
り
ま
す
。
私
も
地
元

で
ご
法
話
の
要
点
や
法
座
、
法
事
の
予
定
等
を
気
楽
に
書
き
込
め
て
、

し
か
も
一
冊
百
円
と
い
う
安
価
な
値
段
の
お
み
の
り
帳
を
仏
壮
会
や
仏

婦
の
皆
さ
ん
に
紹
介
し
、
約
二
百
冊
を
現
在
使
っ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

今
後
、
ワ
ク
チ
ン
や
治
療
薬
も
さ
ら
に
開
発
さ
れ
る
と
思
い
ま
す

が
、
こ
の
ウ
イ
ル
ス
は
形
を
変
え
ま
だ
ま
だ
横
行
し
そ
う
で
す
。
私

た
ち
は
感
染
対
策
を
周
知
徹
底
し
日
常
生
活
を
取
り
戻
し
、
さ
ら
に

念
仏
の
み
教
え
の
輪
を
広
め
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
ど
う
ぞ

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
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山
陰
教
区
仏
教
壮
年
会
連
盟

新
理
事
紹
介
（
任
期

：

令
和
2
年
4
月

〜
令
和
4
年
3
月
）
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私
達
浄
土
真
宗
者
の
一
番
大
事
な
こ

と
は
、
お
寺
で
の
ご
法
座
に
足
を
運

び
、
仏
法
を
聴
聞
す
る
こ
と
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
最
近
世
界
的
に
蔓
延

し
、
我
が
国
で
も
感
染
者
が
激
増
し
て

い
る
現
状
で
す
。
そ
こ
で
、
国
と
し
て

３
密
を
で
き
る
だ
け
避
け
る
よ
う
、
緊

急
事
態
宣
言
、
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措

置
が
発
令
さ
れ
て
い
る
の
に
も
か
か
わ

ら
ず
、感
染
者
数
が
一
向
に
減
少
せ
ず
、

と
く
に
都
市
部
で
は
強
固
な
予
防
策
が

推
し
進
め
ら
れ
る
こ
と
を
願
う
ば
か
り

で
す
。
島
根
県
内
で
も
感
染
者
が
続
出

し
て
い
る
の
で
、
県
内
寺
院
で
も
、
い

ろ
い
ろ
な
ご
法
座
、
法
事
等
が
３
密
を

避
け
る
た
め
、
中
止
に
な
っ
た
り
、
簡

素
化
さ
れ
た
り
し
て
い
ま
す
。
早
急
に

感
染
者
数
が
減
少
す
る
こ
と
を
願
う
こ

と
で
あ
り
ま
す
。
今
回
機
関
紙
に
寄
稿

い
た
だ
い
た
方
々
へ
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
編
集
後
記
と
致
し
ま
す
。

�

松
江
組　

明
宗
寺　

松
浦　

靖

一
念
寺
（
無
量
山
）
無
量
会
は
、
昭
和
五
十
二
年
に
発
足
し

四
十
四
年
間
今
日
ま
で
仏
教
壮
年
会
と
し
、
現
在
九
十
二
名
で

活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

年
間
の
主
な
活
動
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

一
月
の
第
二
日
曜
日
に
は
、定
期
総
会
。
六
月
に
は
、元
頓
原

地
区
の
三
ケ
寺
で
合
同
研
修
会
の
開
催
。
八
月
第
一
日
曜
日
に

は
、
一
念
寺
の
仏
具
の
掃
除
・
境
内
の
清
掃
奉
仕
。
そ
の
後
は
、

懇
親
会
。
十
月
に
は
本
山
へ
念
仏
奉
仕
団
、
令
和
二
年
で
四
十

一
回
目
の
参
拝
を
行
い
ま
し
た
。
十
二
月
十
五
日
に
は
、
役
員

会
を
開
催
し
、
一
念
寺
の
御
正
忌
報
恩
講
に
お
参
り
。
十
二
月

三
十
一
日
に
は
、
除
夜
会
・
そ
し
て
年
が
明
け
れ
ば
修
正
会
に

お
参
り
。
年
間
、
毎
月
第
一
日
曜
日
朝
六
時
か
ら
ご
晨
朝
参
拝
。

以
上
、
一
念
寺
無
量
会
が
行
っ
て
い
る
年
間
の
行
事
で
あ
り

ま
す
。
先
輩
の
方
々
が
色
々
と
工
夫
を
し
て
活
動
を
続
け
て
く

だ
さ
っ
た
、
無
量
会
を
更
に
前
進
を
し
て
行
き
、
一
年
に
一
回

は
本
山
ヘ
・
毎
月
一
回
は
お
寺
に
。
毎
日
一
回
は
お
内
仏
へ
を

合
言
葉
に
一
人
で
も
多
く
の
会
員
が
真
の
念
仏
者
と
し
て
活
躍

し
更
に
発
展
し
ま
す
様
に
思
う
次
第
で
あ
り
ま
す
。

飯
南
組
一
念
寺
仏
壮
の
紹
介

飯
南
組
仏
壮
会
長
　
和
田
幹
雄

月例会の写真

〜
シ
リ
ー
ズ 

仏
壮
紹
介
⑦
〜
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